
そこで、イエスは言われた。「神の国は何に似ているか。何にたとえよ

うか。それは、からし種に似ている。人がこれを取って庭に蒔くと、成

長して木になり、その枝には空の鳥が巣を作る」

ルカによる福音書13章 18～ 19節（日本聖書協会・新共同訳）

教会はあなたのおいでをお待ちしております
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支えられてこそ立てる
　　 　

Photo: 重富克彦

　美瑛の丘はいつ訪れても美しい。この丘は

前田真三氏の写真集で紹介され、多くの人の

知るところとなった。わたしもその一人だ。

　幾重にも続く丘を彩る多様な畑の幾何学

模様。表情豊かな木々。冬は一変して一面の

雪原となり、木々はその上に、版画にも似た

線模様を描く。

 もとは原生林だったところが開拓されて、

このような丘は出来た。だからその風景は

人工的でもある。けれど開拓者たちは、自然

との調和を破壊しないように細心の注意を

払った。結果、天地に交響する極上の風景が

創出された。

　最初に訪れたとき、強く心惹かれる一本

の木に出会った。麦畑の中に大きな木が凜と

立っている。見る角度によっては、ややかし

いで見える。絶えず一方から風を受け続けた

のだろう。永い風雪に耐えてきたのだ。それ

は大空と大地の間に屹立しながらも周囲と

調和し、その風景を、一幅の名画のような味

わいにしている。

 この根の総延長を、肉眼では見えないよう

な根毛までも含めて実測すれば、どれほどに

なるのだろうか。地球を一周してもまだ余る

のではないか。でたらめを言っているのでは

ない。アイオワ州立大学で、ガラスの容器で

育てた一本のライ麦の根の総延長を計った

ところ、何と１１２００kmになったという話

（五木寛之「人生の目的」）から想像してのこ

とである。

　深く根を張り、天に向かって伸びゆく木。

人もまたこのようでありたい。人の命の根は

見えない。けれどもその根は永遠の大地に支

えられている。永遠の大地は神。支えられて

こそしっかり立てる。根を張ってこそ凜と立

てる。

 このごろ無惨に若木の根が切られて倒れる

のを見て心痛む。切られてと言うより、自ら

その根を切っているのだ。自然の若木のこと

ではない。人間のことだ。「だれでもいいか

ら殺したかった」とうそぶく青年。どうして

早々に、人生を諦め、命を呪い、人間として

の根を断とうとするのだろうか。

 心惹かれる木に何度も会いに行った。その

木が「哲学の木」と呼ばれていることを後で

知った。その風情が、人は何処に立つのか、自

ずと省みさせるからだろうか。

 自分の命の根を思おう。そして凜と立とう。

命の大地は神。この永遠の大地にひとりひと

りの命は根ざし、支えられているのだ。(K.S)
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谷 健（たにけん）…昭和5年7月生まれ。東京都の公立小学校7校の勤務。専門は英語、道徳。道徳副読
本の編集に従事。

教育いろは
谷センセイの

第3回　ギリシアの教育に学ぶ　その１

敏感期
　登園すると決まって積み木で遊ぶ園児がいます。ブ

ランコに一番に出かける子、砂場で団子を作る子、あ

るいは絵を描くというように様々です。多くの子ども

が、毎日繰り返しその同じ遊び（作業）に熱中します。

それを園児たちは自分の納得のいくまで繰り返しま

す。これは子どもが抱いているあるがままの自然な姿

でもあり、興味や意志の表現です。その時、子どもの中

には、自分の内部に秘めている興味やこだわりが芽生

えてくる時があります。もちろんそれぞれの子どもの

興味は異なり、時期は違います。

　このある特定の時期に芽生える特別な興味を大切

にすることを提唱したのが、マリア・モンテッソーリ

女史で、この時期を「敏感期」と呼んでいます。

　彼女は、1870年生まれのイタリア人女性医師で、専

門は、貧しい地域の発達の遅れた障碍児の研究でした。

彼女は知能の発達の遅い子ども達を、健全な普通児と

同じくらいに学習できるようにしようとの使命に燃え、

子ども達を深く観察しつづけ、やがて「モンテッソーリ

メソッド」と呼ばれる独自の教育方法を編み出し、やが

て彼女の教育法は世界的に広まり、21世紀を迎えた現

代、多くの教育専門家により再評価されています。

　この子どもの「敏感期」は、極めて大切な時期で、この

敏感期を逃すとその後その能力を獲得するのに、大変な

労力を要さなければならなくなると言われています。

　親や教師に一番大切なことは、子どもの活動を背

後から見守り必要とされる時に手助けをする、助手の

ような役割で、無理強いをせず、その子の取り組んで

いる課題に常に気を配ってまとめあげていくことで

しょう。

　大人はよかれと思って、あるいは、しばしば自分の

都合で、子どもの興味を取り上げてしまうことがあり

ます。そんなとき、チョッと深呼吸して、もちろんグッ

と我慢して、大人の目ではなく、子どもの今しかない

「敏感期」を大切に見守り、育てて行きたいものです。

（園長）

十
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架
�
道
行
�

【祈りの言葉】

主よ、あなたは苦しみと、痛みの中

で力もつき、十字架のもとに倒れら

れます。負うべき自分の十字架が、

自分の力を越えたものに見え、苦し

みと疲れに「もうだめだ」というひ

と言がもれる時、あなたを思い起こ

させてください。

【第三留】イエス、一度目に倒れる

人形制作/杉岡広子　http://www.bibledollministry.com/

毎
日

�
�
�
�


